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Africa Green Revolution Fund Story 

photographs by Kazuteru Takamoto   text by Sumika Hayakawa　　

アフリカの農業生産性の向上を目指し、投資で支援をする『アフリカ緑の革命ファンド』。

設立者である美
み さ い づ

齊津敬二さんが、駐日ケニア共和国大使館のソロモン K・マイナ特命全権大使と対談をしました。

８月に横浜市で開催される「TICAD７」への期待、アフリカ経済の未来などについて聞きました。

駐日ケニア大使との対談。
ＴＩＣＡＤ７への期待、アフリカの魅力、
日本がこれからできること。

駐日ケニア共和国大使館のソ
ロモン K・マイナ特命全権大使
（左）と、『アフリカ緑の革命ファ
ンド』を設立し、アフリカの農業
生産性向上に投資での貢献を
目指す美齊津敬二さん。同大
使館内で撮影。
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間
か
ら
の
投
資
で
ア
フ
リ
カ
の
農
業

の
発
展
を
支
援
し
よ
う
と
、『
ア
フ
リ

カ
緑
の
革
命
フ
ァ
ン
ド
』
を
設
立
し
た
美
齊

津
敬
二
さ
ん
。
ア
フ
リ
カ
で
は
人
口
増
加
が

加
速
す
る
な
か
、
農
業
分
野
の
成
長
は
必
要

不
可
欠
な
課
題
だ
。
そ
こ
で
、
日
本
か
ら
の

投
資
と
と
も
に
、
農
業
に
関
す
る
技
術
や
ノ

ウ
ハ
ウ
の
活
用
、
転
用
が
進
め
ば
、
ア
フ
リ

カ
経
済
全
体
を
発
展
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
、

持
続
可
能
な
開
発
も
可
能
に
な
る
。

　

美
齊
津
さ
ん
が
今
、
注
目
し
て
い
る
の
は
、

今
年
８
月
28
日
～
30
日
に
横
浜
市
で
開
催
さ

れ
る
「
第
７
回
ア
フ
リ
カ
開
発
会
議
（
Ｔ
Ｉ

Ｃ
Ａ
Ｄ
７
）」。
ア
フ
リ
カ
の
約
50
か
国
の
首

脳
ら
が
参
加
す
る
国
際
会
議
だ
。
１
９
９
３

年
以
降
、
日
本
政
府
の
主
導
の
も
と
、
国
連
、

国
連
開
発
計
画
（
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｐ
）、
世
界
銀
行
、

ア
フ
リ
カ
連
合
委
員
会
（
Ａ
Ｕ
Ｃ
）
と
共
同

で
開
催
し
、
ア
フ
リ
カ
の
開
発
や
経
済
発
展

に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
い
る
。
冷
戦
終
結
後
、

ア
フ
リ
カ
支
援
に
対
す
る
先
進
国
の
関
心
が

低
下
し
た
が
、
そ
の
中
で
日
本
は
ア
フ
リ
カ

を
重
要
視
し
、
そ
の
実
行
の
証
し
と
し
て
立

ち
上
げ
た
。
ア
フ
リ
カ
諸
国
の
「
オ
ー
ナ
ー

シ
ッ
プ
」
と
国
際
社
会
に
よ
る
「
パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
プ
」
を
掲
げ
、
ア
フ
リ
カ
開
発
に
関

わ
る
国
際
機
関
、
パ
ー
ト
ナ
ー
諸
国
、
民
間

企
業
、
市
民
も
参
加
す
る
オ
ー
プ
ン
で
マ
ル

チ
な
会
議
と
な
っ
て
い
る
。
と
く
に
２
０
１

３
年
６
月
に
横
浜
市
で
開
か
れ
た
「
第
５
回

Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
（
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ 

Ⅴ
）」
で
は
、
こ

れ
ま
で
の
政
府
間
で
の
援
助
に
と
ど
ま
ら
ず
、

民
間
企
業
に
よ
る
投
資
を
促
進
す
る
こ
と
も

主
要
な
議
題
と
な
っ
た
。

　

ケ
ニ
ア
共
和
国
は
２
０
１
６
年
開
催
の
前

回
、「
第
６
回
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ（
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ 

Ⅵ
）」

の
開
催
地
で
あ
り
、
今
回
も
主
要
参
加
国
と

な
る
。
駐
日
ケ
ニ
ア
共
和
国
大
使
館
の
ソ
ロ

モ
ン 

Ｋ
・
マ
イ
ナ
特
命
全
権
大
使
は
、「
Ｔ
Ｉ

Ｃ
Ａ
Ｄ
７
」
を
機
に
、
農
業
を
は
じ
め
、
ア

フ
リ
カ
の
さ
ま
ざ
ま
な
開
発
に
参
加
す
る
魅

力
や
メ
リ
ッ
ト
を
日
本
の
投
資
家
に
知
っ
て

も
ら
い
た
い
と
い
う
。
志
を
同
じ
く
す
る
美

齊
津
さ
ん
が
、
マ
イ
ナ
大
使
と
対
談
を
し
た
。

美
齊
津
敬
二
（
以
下
、
美
齊
津
） 

前
回
の
Ｔ
Ｉ

Ｃ
Ａ
Ｄ 

Ⅵ
の
開
催
国
と
し
て
、
ケ
ニ
ア
共
和
国

は
日
本
企
業
の
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ 

Ⅵ
に
対
す
る
姿
勢

を
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
た
の
で
し
ょ
う
か
。

ソ
ロ
モ
ン 

Ｋ
・
マ
イ
ナ
大
使
（
以
下
、
大
使
）

Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ 

Ⅵ
は
首
都
・
ナ
イ
ロ
ビ
で
開
催
し

ま
し
た
が
、
日
本
企
業
が
ア
フ
リ
カ
に
進
出
を

始
め
る
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。
ま
さ
に

「
ゲ
ー
ム
チ
ェ
ン
ジ
」
が
行
わ
れ
た
の
で
す
。

Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ 

Ⅵ
に
は
２
０
０
名
以
上
の
日
本
の

企
業
の
Ｃ
Ｅ
Ｏ
ら
が
参
加
し
ま
し
た
が
、
彼
ら

の
多
く
が
ア
フ
リ
カ
に
来
る
こ
と
が
初
め
て
で

し
た
。
彼
ら
は
ナ
イ
ロ
ビ
に
滞
在
し
た
こ
と
で
、

ア
フ
リ
カ
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ

て
い
け
ば
い
い
の
か
を
理
解
し
、
さ
ら
に
関
心

を
強
く
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
具
体
的
な

例
を
挙
げ
ま
す
と
、
ア
フ
リ
カ
に
進
出
す
る
日

本
の
企
業
は
２
０
１
６
年
を
境
に
50
社
増
え
ま

し
た
。
そ
の
う
ち
ケ
ニ
ア
に
進
出
し
た
の
は
18

社
で
す
。

美
齊
津　

現
在
、
ア
フ
リ
カ
に
進
出
す
る
多
く

の
日
本
企
業
は
総
合
商
社
な
ど
の
大
手
企
業
で
、

進
出
の
理
由
は
主
に
豊
富
な
資
源
を
求
め
る
こ

と
で
す
。
し
か
し
、
将
来
的
に
は
、
も
っ
と
さ

ま
ざ
ま
な
業
種
の
中
小
企
業
が
ア
フ
リ
カ
に
進

出
す
べ
き
で
し
ょ
う
か
？　

日
本
の
中
小
企
業

が
得
ら
れ
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
れ
ば
教
え
て
い
た

だ
け
ま
す
か
。

大
使　

日
本
の
中
小
企
業
の
進
出
を
、
ア
フ
リ

美齊津さんの問いかけにマイナ大使は一つ一つていねいに答えてくれた。その答えからは、アフリカ経済の発展について揺るぎない自信を窺うことができた。
「多くの日本企業に、アフリカへ目を向けてほしい」というメッセージを受け取った。

前
回
の
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
を
機
に
日
本
企
業
が
進
出
。

民

ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
、

現
在
の
経
済
状
況
は
？
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概
し
て
ア
フ
リ
カ
は
農
業
へ
の
依
存
度
が
非

常
に
大
き
く
、
各
国
の
成
長
は
主
に
イ
ン
フ
ォ

ー
マ
ル
セ
ク
タ
ー
な
ど
サ
ー
ビ
ス
産
業
に
よ
っ

て
生
み
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
製
造
業
を
は
じ
め

と
す
る
日
本
の
中
小
企
業
に
よ
り
、
ア
フ
リ
カ

の
豊
富
な
農
産
物
や
、
鉱
物
資
源
に
付
加
価
値

を
つ
け
る
ビ
ジ
ネ
ス
を
発
展
さ
せ
、
雇
用
を
促

進
す
る
こ
と
が
重
要
な
課
題
だ
と
考
え
ま
す
。

美
齊
津　

進
出
す
る
日
本
企
業
に
希
望
す
る
こ

と
は
何
で
し
ょ
う
か
？

大
使　

２
０
５
０
年
に
は
20
億
人
を
抱
え
る
ア

フ
リ
カ
に
と
っ
て
、
安
定
し
た
食
料
供
給
は
必

須
の
課
題
で
あ
り
、
ア
フ
リ
カ
農
業
の
潜
在
力

を
引
き
出
す
に
は
大
き
な
投
資
が
必
要
で
す
。

農
業
面
で
の
生
産
性
向
上
に
つ
な
が
る
事
業
を

拡
大
し
て
ほ
し
い
で
す
。
農
業
の
振
興
に
つ
い

て
は
、
各
国
が
国
家
予
算
の
10
パ
ー
セ
ン
ト
を

割
り
当
て
る
よ
う
宣
言
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、

対
応
で
き
な
い
国
も
あ
り
、
や
は
り
外
国
か
ら

の
投
資
も
必
要
で
す
。
こ
う
い
っ
た
問
題
の
解

決
に
つ
な
が
る
『
ア
フ
リ
カ
緑
の
革
命
フ
ァ
ン

ド
』
の
よ
う
な
投
資
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

美
齊
津　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
日
本
の

企
業
や
投
資
家
が
投
資
を
さ
ら
に
具
体
的
に
検

討
で
き
そ
う
な
、
ア
フ
リ
カ
の
明
る
い
経
済
的

な
見
通
し
に
つ
い
て
も
う
少
し
詳
し
く
教
え
て

い
た
だ
け
ま
す
か
。

大
使　

非
常
に
明
る
い
見
通
し
が
あ
り
ま
す
。

統
計
ベ
ー
ス
で
述
べ
る
と
、
２
０
１
８
年
の
ア

フ
リ
カ
全
体
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
は
３
・
５
パ
ー

セ
ン
ト
で
し
た
。
こ
れ
が
２
０
１
９
年
に
は
４

パ
ー
セ
ン
ト
、
２
０
２
０
年
に
は
４
・
１
パ
ー

カ
諸
国
は
心
待
ち
に
し
て
い
ま
す
！　

も
ち
ろ

ん
メ
リ
ッ
ト
は
あ
り
ま
す
。
現
在
、
ア
フ
リ
カ

に
は
約
12
億
の
人
口
が
お
り
、
約
２
兆
Ｕ
Ｓ
ド

ル
の
経
済
が
動
い
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
ア
フ

リ
カ
市
場
は
非
常
に
大
き
い
の
で
す
。
２
０
５

０
年
に
は
人
口
が
約
20
億
に
増
加
す
る
見
込
み

で
、
都
市
化
に
よ
る
イ
ン
フ
ラ
整
備
も
進
み
、

国
内
消
費
が
増
え
て
い
く
だ
け
で
は
な
く
、
多

く
の
人
が
多
種
多
様
な
ス
キ
ル
を
持
つ
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
日
本
の
中
小
企
業
に

と
っ
て
も
有
用
な
も
の
で
し
ょ
う
。

　

も
う
ひ
と
つ
覚
え
て
お
い
て
い
た
だ
き
た
い

の
は
、
ア
フ
リ
カ
の
ビ
ジ
ネ
ス
を
取
り
巻
く
状

況
が
変
化
し
た
こ
と
で
す
。
ア
フ
リ
カ
の
ほ
と

ん
ど
の
国
で
は
、
投
資
家
を
保
護
す
る
法
律
を

整
備
し
て
い
ま
す
。
ケ
ニ
ア
で
は
国
に
よ
る
為

替
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
な
く
、
自
由
な
市
場
で
ビ

ジ
ネ
ス
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
今
年
５
月
に
は
、
22
か
国
が
批
准
書

を
寄
託
し
た
、「
ア
フ
リ
カ
大
陸
自
由
貿
易
圏

（
Ａ
ｆ
Ｃ
Ｆ
Ｔ
Ａ
）
設
立
協
定
」
が
発
効
さ
れ
、

そ
れ
ら
の
国
々
が
自
由
貿
易
圏
と
し
て
設
定
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
単
一
市
場
の
創
設
や
、
資

本
と
自
然
、
人
の
移
動
へ
の
貢
献
な
ど
を
目
標

と
し
て
い
ま
す
。
投
資
家
に
と
っ
て
よ
り
魅
力

的
な
環
境
に
な
っ
た
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

美
齊
津　

と
く
に
ど
の
よ
う
な
業
種
の
企
業
が

進
出
し
た
ら
よ
い
と
お
考
え
で
す
か
？

大
使　

多
岐
に
わ
た
る
ニ
ー
ズ
が
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
Ｉ
Ｔ
系
で
す
。
今
回
開
催
さ
れ
る
Ｔ
Ｉ

Ｃ
Ａ
Ｄ
７
で
は
、「
ア
フ
リ
カ
に
躍
進
を
！　

ひ

と
、
技
術
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
」
が
テ
ー
マ

に
な
っ
て
い
ま
す
。
ア
フ
リ
カ
の
Ｉ
Ｔ
イ
ン
フ

ラ
は
日
々
進
化
し
て
い
ま
す
。
中
で
も
ケ
ニ
ア

の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
信
ス
ピ
ー
ド
は
毎
秒

13
・
7
と
世
界
の
平
均
ス
ピ
ー
ド
の
２
倍
の
速

さ
で
あ
り
、
Ｉ
Ｔ
イ
ン
フ
ラ
は
ほ
か
の
産
業
と

比
べ
て
進
化
し
て
い
る
た
め
、
日
本
企
業
に
と

っ
て
は
進
出
し
や
す
い
分
野
だ
と
思
い
ま
す
。

上／美齊津さんがナイロビ郊外のコーヒー農園を視察。コーヒーの木
は約300年収穫できる。６年ごとに剪定して新しい枝を育てる。中右／
豆の選別。グレードの高い豆は世界的なコーヒー会社にも納品。中左
／コーヒーの飲み比べ。下／ナイロビ証券取引所も訪問。

駐日ケニア共和国大使館は東京都目黒区の閑静な住宅街の中にあり、1979
年に開設された。経済・社会基盤の開発や農業開発、人材開発、健康、環境
分野の開発で、日本とケニアは協力関係にある。マイナ大使はそのリーダーとし
て指揮を執る。

イ
ン
フ
ラ
整
備
も
進
み
、
投
資
環
境
も
整
っ
て
い
ま
す
。

©Keiji Misaizu

中
間
所
得
層
が
牽
引
す
る

市
場
が
伸
び
て
い
く
。
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セ
ン
ト
に
な
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
地
域

別
に
見
る
と
、
東
ア
フ
リ
カ
が
５
・
７
パ
ー
セ

ン
ト
、
北
ア
フ
リ
カ
４
・
３
パ
ー
セ
ン
ト
、
西

ア
フ
リ
カ
３
・
３
パ
ー
セ
ン
ト
、
中
央
ア
フ
リ

カ
２
・
２
パ
ー
セ
ン
ト
、
南
部
ア
フ
リ
カ
１
・

２
パ
ー
セ
ン
ト
で
す
。
特
に
東
ア
フ
リ
カ
は
成

長
が
著
し
く
、
２
０
２
０
年
に
は
６
・
１
パ
ー

セ
ン
ト
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
だ
け
投

資
対
象
と
し
て
の
魅
力
が
あ
る
の
で
す
。

　

ア
フ
リ
カ
の
イ
ン
フ
レ
率
も
下
が
っ
て
い
ま

す
。２
０
１
７
年
に
12
・６
パ
ー
セ
ン
ト
だ
っ
た

の
が
、
２
０
１
８
年
に
は
10
・
９
パ
ー
セ
ン
ト

に
な
り
ま
し
た
。２
０
２
０
年
に
は
８
・１
パ
ー

セ
ン
ト
に
な
る
見
込
み
で
す
。
近
い
将
来
に
は
、

ほ
と
ん
ど
の
国
が
１
桁
台
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　

Ｇ
Ｄ
Ｐ
に
対
す
る
債
務
残
高
比
率
は
、
国
に

よ
っ
て
大
き
く
違
う
も
の
の
、
ア
フ
リ
カ
52
か

国
の
平
均
で
53
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
り
、
ア
フ
リ

カ
全
体
で
い
え
ば
、
債
務
危
機
の
兆
候
は
見
ら

れ
ま
せ
ん
。
負
債
は
効
率
よ
く
使
え
ば
一
概
に

悪
い
も
の
と
は
い
え
ま
せ
ん
が
、
１
桁
台
に
な

る
の
が
理
想
で
は
あ
り
ま
す
。

美
齊
津
　
ア
フ
リ
カ
に
進
出
す
る
日
本
企
業
が

増
え
た
と
は
い
え
、
ま
だ
多
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
理
由
を
ど
の
よ
う
に
お
考
え
で
す
か
？

大
使　

ア
フ
リ
カ
は
日
本
の
技
術
を
高
く
評
価

し
て
お
り
、
待
ち
望
ん
で
い
ま
す
。
し
か
し
日

本
の
企
業
は
事
前
の
調
査
を
綿
密
に
行
い
、
意

思
決
定
を
非
常
に
慎
重
に
行
い
ま
す
。
ア
フ
リ

カ
の
ニ
ー
ズ
は
喫
緊
で
あ
る
た
め
、
長
い
時
間

待
つ
こ
と
が
で
き
な
い
の
が
現
状
で
す
。
文
化

的
な
背
景
や
教
育
の
違
い
も
関
係
し
て
い
る
で

し
ょ
う
。
日
本
の
初
等
教
育
の
中
で
も
、
ア
フ

リ
カ
に
関
す
る
学
習
機
会
が
少
な
い
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
ア
グ
レ
ッ
シ
ブ
に
競
争
に
打
ち
勝
と

う
と
す
る
国
々
が
多
い
な
か
で
、
日
本
企
業
の

進
出
が
少
な
い
理
由
を
挙
げ
る
な
ら
そ
う
い
う

こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
か
。

美
齊
津
　
ケ
ニ
ア
に
特
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
た
場

合
、
投
資
す
る
べ
き
分
野
は
何
で
し
ょ
う
か
？

大
使　

１
年
ほ
ど
前
、
我
が
国
の
ウ
フ
ル
・
ケ

ニ
ヤ
ッ
タ
大
統
領
は
４
つ
の
重
要
分
野
を
掲
げ

ま
し
た
。
製
造
業
、
食
料
自
給
、
住
宅
供
給
、

そ
し
て
ヘ
ル
ス
ケ
ア
で
す
。
こ
の
４
分
野
は
す

べ
て
関
連
し
、
そ
の
成
長
も
大
き
な
も
の
に
な

っ
て
い
く
で
し
ょ
う
。
ケ
ニ
ア
で
は
日
本
企
業

に
対
し
、
こ
の
分
野
に
投
資
を
し
て
ほ
し
い
と

伝
え
て
い
ま
す
。
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
７
の
ビ
ジ
ネ
ス

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
も
言
及
す
る
予
定
で
す
。

美
齊
津　

最
後
に
、
今
回
開
催
さ
れ
る
Ｔ
Ｉ
Ｃ

Ａ
Ｄ
７
に
期
待
す
る
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

大
使　

今
回
の
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
７
の
テ
ー
マ
は
、

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
や
Ｉ
Ｔ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
関

わ
る
こ
と
で
す
。
今
回
は
多
く
の
ア
フ
リ
カ
企
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農
業
分
野
へ
の
投
資
で
、
食
料
自
給
率
向
上
を
。
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持
続
可
能
で
、
平
和
な

経
済
発
展
を
目
指
す
。

業
の
Ｃ
Ｅ
Ｏ
が
参
加
す
る
で
し
ょ
う
し
、
多
数

の
、
そ
し
て
多
様
な
ビ
ジ
ネ
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
も

開
催
さ
れ
ま
す
。「
ア
フ
リ
カ
大
陸
自
由
貿
易
圏

協
定
（
Ａ
ｆ
Ｃ
Ｆ
Ｔ
Ａ
）」
も
運
用
が
始
ま
っ
て

い
く
な
か
、
日
本
と
ア
フ
リ
カ
が
戦
略
的
な
パ

ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
結
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
、
市

場
は
さ
ら
に
活
性
化
さ
れ
る
で
し
ょ
う
。
約
12

億
の
人
口
で
築
く
、
約
２
兆
Ｕ
Ｓ
ド
ル
が
行
き

交
う
市
場
の
メ
リ
ッ
ト
を
、
日
本
企
業
に
も
享

受
し
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
た
だ
経
済
成
長
を
加
速
さ
せ
る

の
で
は
な
く
、
持
続
可
能
な
社
会
を
つ
く
り
な

が
ら
実
現
さ
せ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
に
も
先
に
述
べ
た
よ
う
な
、
食
料
自

給
率
の
改
善
や
ヘ
ル
ス
ケ
ア
分
野
の
発
展
、
教

育
機
会
の
拡
大
、
貧
困
削
減
に
取
り
組
ん
で
い

く
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ
の
意
識
も
伝
え
て
い

き
た
い
で
す
。

　

そ
し
て
な
に
よ
り
も
大
切
な
こ
と
が
、
平
和

を
促
進
し
て
い
く
こ
と
で
す
。
世
界
各
国
で
テ

ロ
な
ど
に
よ
る
深
刻
な
事
件
が
起
き
て
い
ま
す

が
、
こ
う
い
っ
た
問
題
の
解
決
策
を
共
に
探
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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